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GEIBUN オープンエアミュージアム in 環水公園
2022 年度の取り組み

GEIBUN Open Air Museum in Kansui Park

●渡邉雅志／富山大学学術研究部芸術文化学系

　WATANABE Masashi / Faculty of Art and Design，University of Toyama
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１． 趣旨

　富山県と富山大学は、「富山県と国立大学法人富山

大学との連携に関する協定書」により連携協力を行っ

ています。その一環として、富山大学芸術文化学部の

学生および卒業生、教員の作品を、富山県の代表的な

公園である富岩運河環水公園に展示する「GEIBUN オー

プンエアミュージアム in 環水公園 」を 2010 年より

開催しております。

　2018 年度より本展は、富山県美術館（TAD）と共同

主催となり、さらに地域と連携した取り組みとして行

うこととなりました。新型コロナウイルス感染拡大の

影響を受け、2020 年度および 2021 年度には開催でき

なかった対面でのワークショップを、2022 年度は再

開することができ、富山県美術館ラボ（アトリエ内）

でのワークショップとともに、通常通り開催すること

ができました。また、関連イベントとして、富山県美

術館 TAD ギャラリーにて開催している「富山大学芸術

文化学部卒業制作展セレクション」も、再び開催する

ことができました。

　環水公園ならびに富山県美術館を舞台に、県民の皆

さまと豊かな地域の魅力をアート・デザイン・芸術文

化を通して醸成していくことをねらいとして開催して

いる本展は、今回で 14 回目となります。これからも

地元、富山大学の学修成果を県民の皆さまにご覧いた

だく機会を提供できるよう、取り組んでいきます。

（2022 年度より、本取り組みは芸術文化学部において、

「プロジェクト授業」として単位認定されています。）

2022 年度の取り組み

開催日：2022 年 9月 3日（土）〜 9月 25 日（日）

出品数：野外展示 18点、屋内展示 25点の計 43点

履修生：14名

聴講生：6名

２．2022 年度出品作品

芸文の作品公開制作：

「ふうせん雲」（白い風船で雲をつくり園内を散歩）

「落ち葉の地上絵」（落ち葉で描く地上絵）

履修生および聴講生、渡邉雅志（芸術文化学部准教授）

野外作品：

「Circulation」長田堅二郎（芸術文化学部講師）

「オープンパーソナルスペース」浦真斗花、「朽ちる」

板橋二智香、「標識」木倉明音、「ふふっ」上田乃々佳、

「木替え」大坂美聡、山本千里、箕浦葉夜、「寄生」横

山ななみ

「HAPPINESS BIRD PROJECT」「金魚と錦鯉」

学生有志、渡邉雅志（芸術文化学部准教授）

展望塔内作品：

「月と雲」長谷部友花、「豊穣」藤井朱里、「nine-teen」

中野寧々、「木」伊藤永羽、「ふわふわ」髙井美桜、「私

はキリンだけど宇宙に行きたい」仁科希望、「Heart」

垣地茉凜、「流れ着いた、その先に」田中建成、「Blessed」

澤田彩夏

「ショーケースプロジェクト」

安宅陽果、大坂美聡、脇田朱莉、伊藤小月、浦真斗花、

黒川りな、とけまほ、赤畠桂都、横山ななみ、佐嵜響

太郎、鎌田千尋

ワークショップ：

「似顔絵バッジ」（似顔絵を描きバッジに仕立てる）

「小枝のイニシャルバッジ」（小枝でバッジをつくる）

「葉っぱの魚モビール」（落ち葉で魚のモビールづくり）

「石ころのテントウ虫」（石にテントウ虫の模様を描く）

「夢りんごプロジェクト」（りんごの絵馬に願いごと）

「チョウと鳥たちの楽園」（カードに模様を描く）

履修生および聴講生、渡邉雅志（芸術文化学部准教授）

企画：芸術文化学部の研究活動、地域連携活動の記録
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「ふうせん雲」園内で風船を膨らませて雲のように連結。紐を

繋いで園内を散歩すると、来園者が興味を持ち交流が生まれる。

「木替え」園内の木に古着を着させた作品。制作する様子も園

内で公開した作品。

「ショーケースプロジェクト」展望塔壁面に設置したアクリル

ケースに平面や立体の作品を入れて飾る展示企画。

「葉っぱの魚モビール」園内で集めた葉っぱをウロコやヒレに

に見立てて魚のモビールを作るワークショップ。

「夢りんごプロジェクト」りんごの絵馬に願いごとを描いて、木

に吊るすワークショップ。たくさんの夢が実ります。

「標識」作品と同じポーズをとって記念撮影をする来園者。日

常と違う接点を持つのもオープンエアの醍醐味。

「HAPPINESS BIRD PROJECT」園内及び富山県美術館に設置された

鳥の作品。マップを片手に 13 羽の鳥を探す。

「似顔絵バッジ」その場で似顔絵を描き、バッジに仕立ててプ

レゼントするワークショップ。

「石ころのテントウ虫」丸い石ころを選んで、思い思いにテン

トウ虫の柄を描くワークショップ。

「チョウと鳥たちの楽園」チョウと鳥のカードに模様を描き、壁

面の枝に留めていくワークショップ。
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